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設立と法人化

１ 設立の経緯
１９９３年５月「ネパールにおける治水砂防技術の発展が、ネパー

ル国民の直接的な福祉の向上及び同国の社会経済発展に大きく寄与す
ることから、これを支援することは国際協力を行うNGO本来の精神に
合致する。」このような考えの下、玉光弘明氏等が発起人となり、ネ
パール治水砂防技術交流会（仮称）の設立について関係者に広く呼び
かけた。
１９９３年７月１９日、ネパール治水砂防技術交流会の発足会が、

趣旨に賛同する３２名の参加を得て開催され、NGOの組織として交流
会が発足した（会員数６０名）。

初代代表：玉道弘明（前国際協力事業団理事）
顧問：松下忠洋（衆議院議員）

２ 法人化
社会的信用度を上げ、特に国際的な活動を行っていくためには特定

非営利活動法人格の取得が必須であるとの考えから、設立を申請し、
２０００年１１月１５日に認証された（会員数２５９名）。



交流会の目的

本会は、ネパールにおいて頻発する水害・土砂
災害等の自然災害が、同国の社会・経済発展を阻
害している状況に鑑み、同国における治水砂防技
術の開発を支援するとともに、日本及びネパール
両国（以下「日ネ両国」という。）間の治水砂防
技術に関する情報交換を促進し、不特定多数の市
民・団体等を対象に、防災知識の啓発・普及活動
を行い、治水砂防技術水準の高揚、次世代人材の
育成、社会教育、健全なまちづくり、地域の安全
等の公益の増進に寄与し、もってネパールの発展
と日ネ両国間の友好に資することを目的とする。



交流会の事業項目

① ネパールの治水砂防技術の開発及び啓発・普及に対する支援

② 日ネ両国間の治水砂防技術の交流を活発化するためのセミナー・

シンポジウムの開催

③ 治水砂防に対するネパール国民の意識を高めるための活動支援

④ ネパールの治水砂防技術の発展のために働くネパール人技術者

及びそれを支えるネパール人関係者に対する支援

⑤ 本会の事業に必要な資料の編纂及び刊行

⑥ 治水砂防技術に関する資料の収集及び調査研究（不定期）

⑦ 出版事業（不定期）

⑧ その他本会の目的を達成するために必要な事業



① ネパールの治水砂防技術の開発及び啓発・普及に対する支援 (1) 

1995.3 国際治水砂防セミナー
友松副代表参加（「砂防と治水」から）

1998.11 国際治水砂防セミナーに32名参加
（ネパールツアー実施）

1998.11 国際治水砂防セミナーへの参加
（「砂防と治水」から）

1995.3、1998.11 国際治水砂防セミナーへの参加



2001.11 地域防災セミナーへの参加
（ネパールツアー実施）

同セミナーへの参加者

① ネパールの治水砂防技術の開発及び啓発・普及に対する支援 (2) 
2001.11 地域防災セミナーへの参加



2004.7 国際治水砂防セミナーへの参加

メッセージを紹介される友松理事長

① ネパールの治水砂防技術の開発及び啓発・普及に対する支援 (3) 
2004.7 国際治水砂防セミナーへの参加

水資源大臣挨拶

在ネパール全権大使の挨拶



② 日ネ両国間の治水砂防技術の交流を活発化する
ためのセミナー・シンポジウムの開催 (1) 



② 日ネ両国間の治水砂防技術の交流を活発化する
ためのセミナー・シンポジウムの開催 (2) 

1997.3 交流会主催の国際治水砂防シンポジウムを開催
於グランドヒル市ヶ谷



② 日ネ両国間の治水砂防技術の交流を活発化する
ためのセミナー・シンポジウムの開催 (3) 

2011 ヒマラヤ山脈の氷河湖決壊災害（GLOF）対策等の取り組みに関する
ネパール政府及びブータン政府担当者の講演及び意見交換会を開催

Glacial Lake Outburst Flood (GLOF) in Bhutan
By Ugyen Wangda（ブータン地質調査所主任調査官）



② 日ネ両国間の治水砂防技術の交流を活発化する
ためのセミナー・シンポジウムの開催 (4) 

2019.3 アマチャ氏による特別講演会



② 日ネ両国間の治水砂防技術の交流を活発化する
ためのセミナー・シンポジウムの開催 (5) 

2012.6 総会時の石黒久氏による講演会

1973年秋エベレスト登頂

2006.5 シンズリ道路第Ⅱ工区Fh2着工

1986 マルシャンギ水力
発電所建設工事



② 日ネ両国間の治水砂防技術の交流を活発化する
ためのセミナー・シンポジウムの開催 (6) 

日本における各種講演会等の開催

 1998年 総会時に特別講演会を開催
①「被災地の人々」の編集に当たって（田畑茂清建設省砂防部長）
②「SABOと村おこし」（是沢一樹富山県土木部参事）
③「ネパールを訪ねて」（田村孝子NHK解説委員）

 1999.2 海外からの留学生による治水砂防研究会を開催
 1999年 総会時に特別講演会を開催

①「最近のネパール事情」（石黒久大成建設㈱国際事業本部営業部長）
②「ネパールの女性」（伊藤ゆき元日本ネパール協会理事）
③「ネパールへの支援活動」（田畑茂清当交流会幹事）

 1999.10 講演会を開催
○「ネパールにおける技術移転のあり方・日本の役割」（プラモド・バハドル・シュ
レスタ、トリプバン大学工学部教授）

 2000年 総会時に講演会を開催
○「ネパール.ヒマラヤの地質と災害」（ビシュヌ・タンゴル、トリブバン大学教授）

 2002年 ネパール人留学生による研究発表会並びにマテマ駐日ネパール大使による特
別講演会を開催

 2011年 ヒマラヤ山脈の氷河湖の決壊災害対策等の取り組みに関するネパール政府及
びブータン政府担当者の講演及び意見交換会を開催

 2012.6 総会時に講演会を開催
○「我が故郷ネパールとの出会い」（石黒 久氏）

 2015年 総会時に山県大学教授八木浩司氏による講演会を開催



③ 治水砂防に対するネパール国民の意識を高めるための活動支援 (1)

1998.3 ヌワコット郡の小中学校にて

2000.8 文房具等のプレゼント～チャリコット

雨量計、百葉箱の設置等



③ 治水砂防に対するネパール国民の意識を高めるための活動支援 (2)

2011 簡易水位雨量監視警報装置の稼働・普及状況視察

DWIDPとの打合せ

ICIMODとの打合せ

シャプラニールとの打合せ

雨量計の簡易デモ

既設水位計の点検

【目的】
①交流会取組みの作文コンクールの実施促進
②既設の雨量計・水位計の状況調査
③ DWIDPによるコミュニティ防災支援強化

【結果】
・作文コンクールは、今後、交流会・DWIDPの共
同事業とする。

・コミュニティ早期警報システムについて、機
器の維持管理を含め、DHM、DWIDP、ICIMOD
と今後協議する。

・コミュニティ防災対象地区へのDWIDPによる防
災支援を要望した。

[報告書の大井理事長調査所感から]簡易水位雨量計に関する活動は、2010、2013、
2014、2015年にも実施されている



雨量計設置箇所等一覧表
設置年月日 郡 名 学 校 名

①1998.3 Nuwakot Okharpauwa Lower Secondary School

②1999.6.22 Kavre HimSyoti Primary School

③2000.5.7 Dolakha Gauri Shanker Boarding School

④2000.6.19 Butwal,Rupandehi Janajyoti Primary School

⑤2001.6.22 Kanyam,Illam Krishnaashram High School

⑥2001.8.2 Bhaktapur Jhonkhel Lower Secondary School

⑦2003.2.16 Bartung,Palpa Janpriya Lower Secondary School

⑧2003.3.14 Chaimale,Kathmandu Shree Krishna High School

⑨2003.12 Banjachour,Kathmandu Shree Setidevi Primary School

⑩2003.12 Chhampi,Lalitpur Shree Buddha Primary School

⑫2004.11 Tinpiple,Kathmandu Shree Kailika Primary School

⑬2004.12 Naubise,Dhading Shree Brisheshwor Primary School

⑭2005度 2校に設置

2010～2015年、手作りによる雨量計及び水位計の制作技術の伝授及び供与が行われた

③ 治水砂防に対するネパール国民の意識を高めるための活動支援 (3)



③ 治水砂防に対するネパール国民の意識を高めるための活動支援 (4)

1998.6 環境フェアーに出展したDPTCのNGO活動を支援



③ 治水砂防に対するネパール国民の意識を高めるための活動支援 (5)

絵画・作文コンクールの実施と表彰式
2003年以降ネパールの小学生を対象に、マテマ元駐日大使のご協

力をいただき、絵画・作文コンクールを実施した。交流会員が訪ネの

際に、小学校において表彰式を実施した。

2,015年 Shree Rudrepipal Higher 
Secondary School

マテマ氏と
大井元理事長

表彰する田村顧問

「作文コンクール」と優秀作品の表彰



③ 治水砂防に対するネパール国民の意識を高めるための活動支援 (6)

2012～2015 ネパールで行った「作文コンクール」
の優秀作文集をホームページにアップ

「作文コンクール」の優秀作文集の作成とホームページへのアップ



③ 治水砂防に対するネパール国民の意識を高めるための活動支援 (7)

絵葉書「小さな瞳の中のネパール」の製作
2001 木村基金の助成をいただいて、ネパールの小学生を対

象に絵画コンクールを行った。その優秀作品を使って絵葉書
を作り、チャリティーを行いました。売上金は全て現地の
NPO活動へ寄附した。

2002年度には、実施した絵画コンクールの
優秀作品をJICAが作成する防災カレンダー
の図柄として提供した。

「絵画コンクール」と優秀作品の周知



③ 治水砂防に対するネパール国民の意識を高めるための活動支援 (8)

2005 「土砂災害・軽減啓発用コミック」を作成し小・中学校に配布

内容の一部

表紙・裏表紙



④ ネパールの治水砂防技術の発展のために働くネパール人技術者
及びそれを支えるネパール人関係者に対する支援 (1)

カウンターパートからのお礼の手紙（一部）



④ ネパールの治水砂防技術の発展のために働くネパール人技術者
及びそれを支えるネパール人関係者に対する支援 (2)

2002.5 DPTC／DWIDP職員OB会設立を支援

現地新聞記事「洪水・土砂災害防止協会発足」

総会の模様 交流会から3人の元チーフアドバイザーが出席

討議の模様



⑤ 本交流会の事業に必要な資料の編纂及び刊行 (1) 

2006～2007年菅沼一夫氏（カトマンズ在住）に
よりニュースレターを発刊（創刊号～第8号）

1997～2002年ニュースレターを発刊（創刊号～第8号）

※加えて、JICA長期専門家（砂防）からのJICA便りを毎回ホームページにアップした



⑤ 本交流会の事業に必要な資料の編纂及び刊行 (2) 

1999.5 海外からの留学生による治水砂防研究会



⑥ 治水砂防技術に関する資料の収集及び調査研究（不定期）(1)

河川整備基金の助成による各種研究
1994年「植生の河岸保護効果に関する事例的研究」
1995年「河川の諸機能の分析とその回復に関する研究」
1996年「河川とその周辺の歴史的景観の調和に関する研究」
1997年「流域の土地改変と土砂災害発生形態の関係に関する研究」



⑥ 治水砂防技術に関する資料の収集及び調査研究（不定期）(2)
2012.5 セティ川流域で岩盤崩壊を起因とする
フラッシュフラッドに関する調査及び報告

インタビュー

岩盤崩落の全景（写真中央に平らな面が見られる）



⑥ 治水砂防技術に関する資料の収集及び調査研究（不定期）(3)
2014.8 スンコシ川上流で形成された天然ダムに関する情報の収集

8/7HPにアップ

8/20HPにアップ
灌漑省からの最終報告書をHPにアップ



⑥ 治水砂防技術に関する資料の収集及び調査研究（不定期）(4)

2017.3 アマチャ氏論文受領・ホームページ掲載

ネパール技術者から論文を受領しホームページに掲載



⑥ 治水砂防技術に関する資料の収集及び調査研究（不定期）(5)

「ネパール・日本SABOデータベース」（一部）

資料の関連現場をグーグルマップ上に表示

2022・2023 旧治水砂防局保管資料の電子化・データベース化



⑦ 出版事業（不定期）

「被災地の人々」の印刷・配布

ネパールで発生した１９９３年の大災害の状況について、初代のチーフアドバイザーである大井さんが被災者をイ
ンタビューして取りまとめたもの。木村基金の助成をいただいて印刷し、売上金は被災地の復興のため寄附した。



⑧ その他本交流会の目的を達成するために必要な事業 (1) 

栃木県庁前の枝垂れ桜の前で
（左）池谷砂防課長
（中）マテマ大使
（右）廣木幹事

中禅寺湖と奥日光の山々
左から小林課長
（栃木県日光土木）
廣木幹事
池谷砂防課長
マテマ大使
天尾（栃木県）他

1997 駐日ネパール王国『マテマ大使』栃木県の治水砂防事業を視察

1999.10 ネパール水資源省ジョシ大臣来日
砂防部主催昼食会に友松会長が参加



⑧ その他本交流会の目的を達成するために必要な事業 (2) 

2005.2 富山県利賀村に「ネパール風公園」
が完成したことを紹介

2000 鹿児島薩摩町とビメシュウォールとの交流

1997.7 富山県利賀村、「ネパール式石積
技法」起工式



⑧ その他本交流会の目的を達成するために必要な事業 (3) 
2006 交流会松下忠洋会長のネパール訪問

国会議員,水資源省等表敬訪問（治水砂防局の前で）

土砂災害を受けた地区の小学校に文房具を贈呈

日ネ国交樹立50周年記念関連行事で祝辞

ポカラのプロジェクト視察後JOCV隊員と懇談



⑧ その他本交流会の目的を達成するために必要な事業 (4) 

2006 国交樹立５０周年記念スタディツアー



⑧ その他本交流会の目的を達成するために必要な事業 (5) 

最後の治水砂防個別専門家派遣が2008 年に終了した。今後の NFAD の活動方策を探るためにネパール訪
問の企画がなされ、財団法人砂防フロンティア整備推進機構の「木村基金」の助成金を得て、 NFAD 代表
団を組織して 2010 年 2 月 6～14 日の日程でネパールを訪問した。

2010 交流会ネパール訪問

ギルバリモデルサイト水制工が
効果を発揮している

ダハチョークモデルサイト谷止
工が機能し、緑が広がっている

2003年に土石流災害があった
Ruwa Khola現在は安定している

←土砂災害に関わる組織が一堂に会する初の合同会議の様子

【今後の課題・提案】
①事業の仕組みの再構築：国内の7つの地方事務所が、防災事業に対して
技術的な提案、アドバイスを行うような仕組みの整備が必要

②技術支援の実施：プロジェクト等の成果が確認できた。施設計画の見直
しと適切な維持管理が必要

③地域住民の生活を踏まえた土砂災害対策の実施：地域住民との協働にも
とづく地区での取組みを見た。ネパールにおけるモデルケースとして、
国内に広く展開されることを期待

④合同会議の継続的な開催：今後、合同会議を継続的に開催し、各組織間
の情報共有及び連携を深め、ネパール国の土砂災害対策に一体となって
取り組むことが必要



セミナー参加者の集合写真

⑧ その他本交流会の目的を達成するために必要な事業 (6) 
2018.4 土砂災害防止セミナーの開催

水資源灌漑省大臣へのセミナー報告

木村基金の助成を得て、ネパー
ルにおいて、土砂災害関係部局等
が一堂に会し、今後のネパールに
おける土砂災害対策の重要性、方
向性を議論し、意見を総括してマ
スコミに発表するなどの活動を
行った。

提言1「土砂災害管理センター」のような組
織の確立と関係機関の協力

提言2 土砂災害対策、調査、災害への備え、
早期警戒システムに関する能力強化

提言3 土砂災害対策の国家戦略は、国・州・
地方レベルそれぞれ作成

提言4 土砂災害のデータベースの作成
提言5 土砂災害に関する国内及び国際ネット
ワークの構築・管理



⑧ その他本交流会の目的を達成するために必要な事業 (7) 

日本の「草の根無償」で実施した山腹
工の現状と探し出した銘盤（ミキサー
車の後ろ）をバックに

緑が戻ったダハチョーク斜面

緑が戻ったピパルタールのガリー

座談会“プロジェクト33年間の歩みと今後の展望”

2024.11交流会代表団によるネパール訪問



⑧ その他本交流会の目的を達成するために必要な事業 (8) 

交流会総会・意見交換会

2016.6 交流会総会後,ラジュバンダリネパール臨時代理大使と交流



2002年、松下忠洋交流会顧問にネパールの最高勲章で
ある“グルカ・ダクシン・バフ勲章”が授与された。

1994年コイララ首相より大井DPTCチーフアドバイザー（後
に交流会理事長）に防災功労叙勲のメダルが授与された

交流会発展に貢献していただいた松下忠洋氏、大井英臣氏

元DWIDP建物1階の松下忠洋氏及び
大井英臣氏の記念展示



ネパールの歴史的出来事 (1)

2001.6 Birendra国王崩御新聞ニュース

2001.6 国王崩御



ネパールの歴史的出来事 (2)

2006.11 ネパール包括和平協定調印

2006 政府とマオイスト「包括和平協定」に調印



ネパールの歴史的出来事 (3-1)

被害状況（はぎわら一寿氏ブログから）

「地震直後のネパールランタン谷報告（片岡泰彦氏）から

2010 → 2015

ビムセンタワーの被災
（「乱志＆流三の落語徘徊」から）

2015.4 M.7.8の大規模地震



ネパールの歴史的出来事 (3-2)

地震に関する情報をホームページにアップ

2015.4 M.7.8の大規模地震

駐日ネパール大使に義援金を授与



ネパールの歴史的出来事 (4)
2024.9豪雨によるシンズリ道路の被災



長きにわたる交流会活動に
ご尽力・ご協力いただき
ありがとうございました

特定非営利活動法人 ネパール治水砂防技術交流会 事務局
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